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佐藤仁志議員

加藤明由議員

那須英二議員

那須英二議員

加藤明由議員

佐藤仁志、 那須英二議員

可決 議案第 5 4 号

可決 議案第 5 7 号

可決 議案第 6 0 号

可決 議案第 6 1 号

可決
議案第 7 6 号
議案第 7 7 号

可決 議案第 8 0 号

組織の看板をかけ替える こ と ではなく 、 業務の正常化と 現場のひずみを 解消する こ と が必要。 緊急時に組織と し ての強
靭さ を保つこ と ができない。 組織の効率化を損ない、 職員の負担を増大さ せ、 市民サービスの低下を招く 。

選挙ポスタ ー作成費の公費負担単価を 4 千円超に引き 上げる が、 津島市では2 ,3 0 6 円で運用でき ている。 上限額に近い
請求を行う 業者により 、 無駄な公費支出が増大する。

規制緩和により 、 施設環境や職員体制が不十分な事業所が増えるリ スク がある。 乳幼児の安全確保が最優先であり 、 危
険を伴う 安易な緩和をすべきでない。

「 こ ども 誰でも 通園制度」 に関する 設備・ 職員基準の適用除外は本市に整合し ない。 事故リ スク を 高め、 子ども の安全
を後退さ せる恐れがある。

議員の期末手当は1 回で1 0 0 万円を 超える。 物価高騰や災害で市民が困窮し ている 中、 議員や特別職がさ ら なる 追加手
当を受け取る必要性には疑問がある。

国家賠償金の計上は、 市の違法行為の決定的な証拠である。 控訴で事態を悪化さ せた市長ら の責任は重大であり 、 汚点
への自覚も なく 進退等のけじ めを求める。 市民感覚と し て到底容認でき ない。
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板倉克典、 加藤明由議員

佐藤仁志、 板倉克典議員

板倉克典議員

佐藤仁志、 那須英二議員

佐藤仁志、 那須英二議員

可決 議案第 5 5 号

可決 議案第 5 6 号

可決 議案第 5 8 号

可決 議案第 5 9 号

可決 議案第 7 2 号

物価上昇や社会情勢の変化を踏まえ、 行政サービスの適
正負担を確保し 、 市民利便性の向上と 行政運営の効率化を
図る妥当な改正である。 また、 業務効率化や待ち時間短縮、
行財政改革やデジタ ル行政推進にも 資する施策である。

まち なか交流館リ ニュ ーアルを 契機にまち なか交流課
を 新設し 、 図書館・ 歴史民俗資料館管理や文化財保護を
一体的に所管する こ と で、 施策の迅速化や柔軟な施設運
営を 可能と し 、 地域活性化や文化資源活用に寄与でき る。

「 公共施設使用料適正化方針」 に基づき 、 市民負担の公平
性の確保と 行財政運営の本来の目的に立ち 返る も の。 総合社
会教育センタ ーはじ め1 3 施設の見直し や市外・ 営利利用の区
分、 人件費・ 維持管理費を踏まえた使用料設定が行われている。

本施設は、 市民の交流・ 情報発信拠点と し て設置さ れ、
交流多目的スペース、 図書館、 歴史民俗資料館を 一体的に
活用し 、 地域文化や観光振興等に寄与する。 また、 使用料
の設定により 受益者負担を確保し 、持続可能な運営も 図れる 。

旧海翔高校のグラ ウン ド を 団体等が利用でき る 体育
施設と し て整備する ため、 仮設ト イ レ 設置や給水管工
事、 防球ネッ ト 設置など、 安全利用に必要な経費と し
て3 2 8 万8 千円が増額計上さ れている。

横井克典議員

横井克典議員

横井克典議員

横井克典議員

横井克典議員

多機能端末機は任意取得であるマイ ナンバーカ ード を所
持する市民し か利用でき ず、 所持し ない市民と の間に手数
料の差ができる。 デジタ ル化の時代に、 記録媒体での写し
交付の検討も 行わない中での手数料値上げには反対。

教育行政の自主性確保、 時の権力者から の中立が必
要であり 、 教育委員会の所管のま まで連携は可能。 専
門職の配置がおろ そかになり 、 本来の資料保存や教育
的機能が損なわれる懸念がある。

使用料の改定は市場の原理と 同じ 関係に置き 換えよ
う と する も ので、 市民の所得格差を 考慮すべき。 売り
上げ重視で、 社会情勢を 即反映さ せる 公共施設使用料
の改定は反対。

拙速で、 ま ち づく り の哲学が欠如し ている。 既存施
設と の全体計画がなく 、 無駄な重複。 真の交流の視点
も ない。 市民不在の計画は一度白紙に戻し 、 市民の視
点でゼロから 議論し 直すべき。

サウン ディ ン グ調査の業者委託は談合や利益誘導の
温床と なる 恐れがあり 、 高校跡地活用も 密室での決定
で不誠実、 かつ特定団体の独占が懸念さ れる。 公正さ
と 透明性を欠く 。
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